
暮らしを支える
地域公益活動を
紹介します。

キラリ★社会福祉法人 　
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昨
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
地
域

の
給
食
会
の
中
止
が
続
き
、

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
を
心
配
す
る
声
が
西
区

社
協
に
寄
せ
ら
れ
ま
し
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6
5
0
個
が

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
同
社
と

市
・
市
社
協
と
の
協
定
に
よ
る
も
の
で
、

店
舗
の
在
庫
商
品
を
子
ど
も
食
堂
や
困

窮
者
支
援
な
ど
に
活
用
す
る
取
り
組
み

で
す
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、
地
域

の
給
食
会
に
コ
ロ
ナ
禍
以
前
に
参
加
し

て
い
た
方
へ
の
見
守
り
に
な
れ
ば
と
、

缶
詰
を
持
参
し
た
個
別
訪
問
を
企
画
。

「
た
だ
配
る
だ
け
で
は
も
っ
た
い
な
い
」

と
、
缶
詰
を
使
っ
た
レ
シ
ピ
を
添
え
て

食
の
楽
し
み
を
演
出
す
る
ア
イ
デ
ア
も

取
り
入
れ
ま
し
た
。
会
員
の
保
育
施
設

な
ど
の
栄
養
士
に
声
を
掛
け
る
と
、
す

ぐ
に
レ
シ
ピ
が
完
成
。
缶
詰
は
民
生
委

員
・
児
童
委
員
の
協
力
で
、
声
掛
け
を

し
な
が
ら
手
渡
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

「
企
業
の
フ
ー
ド
ロ
ス
対
策
」「
住
民

同
士
の
見
守
り
」
に
「
社
会
福
祉
法
人

の
専
門
職
の
力
」
が
加
わ
り
、
コ
ロ
ナ

禍
で
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
、

多
く
の
人
に
喜
ば
れ
る
取
り
組
み
に
つ

な
が
り
ま
し
た
。

柔
軟
に
活
動
で
き
る
背
景

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
が
コ
ロ
ナ
禍

で
柔
軟
に
動
け
た
背
景
に
あ
る
の
は
、

普
段
か
ら
の
つ
な
が
り
で
す
。
以
前
よ

り
会
員
法
人
の
役
員
層
の
会
と
実
務
者

会
の
他
、
研
修
を
通
じ
て
法
人
間
の
つ

な
が
り
を
育
ん
で
き
ま
し
た
。

活
動
面
で
も
、「
子
ど
も
の
居
場
所

づ
く
り
」
で
は
、
地
域
の
婦
人
会
と
企

画
か
ら
一
緒
に
な
り
、
夏
休
み
な
ど
に

学
習
支
援
や
食
事
の
場
を
提
供
し
ま
し

た
。
ま
た
、
交
通
手
段
の
減
少
な
ど
に

よ
り
移
動
に
支
障
を
き
た
す
地
区
の
高

齢
者
が
給
食
会
に
参
加
で
き
る
よ
う
、

法
人
の
車
両
を
活
用
し
た
「
移
動
支
援
」

も
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ほ
っ
と
か
へ
ん
ネ
ッ
ト
で
は
、
平
時

か
ら
会
議
や
研
修
で
法
人
同
士
の
つ
な

が
り
を
つ
く
り
、
具
体
的
な
活
動
を
通

じ
て
つ
な
が
り
を
確
か
な
も
の
に
し
て

き
ま
し
た
。
今
後
も
少
し
ア
イ
デ
ア
を

プ
ラ
ス
す
る
こ
と
で
、
魅
力
的
な
コ
ラ

ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
新
た
な
活
動
の
誕
生

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
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日頃のつながりが生んだ缶づめ配付・見守り活動
ニュータウンと農村地域が混在する神戸市西区には、43の社会福祉法人

が会員になった「ほっとかへんネットKOBE・西（以下、ほっとかへんネット）」
があります。今回は、コロナ禍でも進めた地域公益活動「おかんの缶づめこ
れ一品！」を紹介します。

会員法人に勤務する栄養士が“食育”でも地域に貢献
「こどもの居場所づくり」にて

実務者レベルでともに学び合う機会も大切にしています

さんまの炊き込みご飯 さんま水煮缶白菜煮 さんまのチーズソテー

材料　2人分
●さんま水煮缶　１缶
●米　　　　　　２合
●酒　　　　　　大３（45g）
●みりん　　　　大１（19g）
●和風だしの素　１袋
●生姜　　　　　ひとかけ（みじんぎり）

材料　２人分
●さんま水煮缶　　１缶●白菜　　　　　　１枚●エリンギ　　　　１本●生姜すりおろし　少々●砂糖　　　　　　小さじ1/2●醤油　　　　　　小さじ１

材料　１人分
●さんま水煮缶　　１缶
●とろけるチーズ　10g
●小麦粉　　　　　適量
●バター　　　　　５g

作り方
①さんま水煮缶は、ざるにあげてさんまと汁に分ける。②米を洗い、炊飯器にセットして、①の汁を入れ、通常に炊飯する量の水を入れる。
③酒・みりん・和風だしの素、①のさんまを入れて炊く④炊きあがったら生姜をのせる。

作り方
①白菜はざく切りにし、エリンギは縦に切る。②さんま水煮缶を汁ごと鍋に入れ、水1/2カップ、白菜、エリンギ、生姜を入れて加熱する。③エリンギに火が通ったら砂糖・醤油を入れ、ひと煮たちしたら完成。

作り方
①さんま水煮缶よりさんまのみを取り出し、小麦粉をまぶす。②フライパンにバターを溶かし、さんまを軽く焦げ目がつく程度に焼く。
③両面が焼けたら、さんまの上にチーズをふりかける。④蓋をして弱火で１～２分焼き、チーズが溶けたらさんまを絡めて完成。

社会福祉法人 報恩感謝会 あさひ保育園

社会福祉法人 神戸婦人寮

社会福祉法人 愛児会 幼保連携型認定こども園 あゆみ幼児園

ご飯も良し ! !
野菜も良し ! !

お家の材料も良し ! !  

普通の

炊飯器でOK
!

普通の

炊飯器でOK
!

パパっと !

おかんの缶づめ
これ一品！

栄養士さん作の、
カラフルなレシピを添えて。

神戸市西区
社会福祉法人連絡協議会

（ほっとかへんネットKOBE・西）
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